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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子部品が実装されて遊技に関する制御を実行する第１制御基板を第１基板ケースに収
納した第１制御装置と、電子部品が実装されて遊技に関する制御を実行する第２制御基板
を第２基板ケースに収納した第２制御装置とを有する遊技機において、
　前記第１制御基板に実装されて前記第１基板ケースに開設した開口部を介して外部に露
出する第１コネクタと、
　前記第２制御基板に実装されて前記第２基板ケースに開設した開口部を介して外部に露
出する第２コネクタと、
　前記第１コネクタおよび第２コネクタを接続する第１配線と、
　前記第１コネクタを覆い、かつ該第１コネクタに接続する前記第１配線の一部を覆う第
１カバー部材と、
　前記第２コネクタを覆い、かつ該第２コネクタに接続する前記第１配線の一部を覆う第
２カバー部材とを備え、
　前記第１カバー部材および第２カバー部材によって前記第１配線の全体が覆われるよう
構成され、
　前記第１制御基板に、前記第１基板ケースに開設した開口部を介して外部に露出し、第
３制御基板に第２配線を介して接続する第３コネクタが実装され、
　前記第１カバー部材は、前記第１コネクタおよび第３コネクタを共通して覆うよう構成
され、
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　前記第１カバー部材に、内部画成されたコネクタ収容空間を仕切る凸部および仕切り壁
が設けられ、該凸部および仕切り壁で仕切られた一方の空間に前記第１配線が引き回され
ると共に、他方の空間に前記第２配線が引き回されるよう構成した
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記一方の空間において、前記第１配線が前記第１制御装置および第２制御装置の上側
を引き回されると共に、前記他方の空間において、前記第２配線が前記第１制御装置およ
び第２制御装置の上側を引き回されるよう構成され、
　前記第１カバー部材の前記凸部に、該第１カバー部材を第１コネクタ、第３コネクタ、
第１配線および第２配線を覆う位置に固定した状態で、該第１カバー部材を固定する部材
に設けた係合部の差込孔に差し込まれて、両配線を覆う部分が上方へ移動するのを規制す
る差込片を設けた請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　電子部品が実装されて遊技に関する制御を実行する第１制御基板を第１基板ケースに収
納した第１制御装置と、電子部品が実装されて遊技に関する制御を実行する第２制御基板
を第２基板ケースに収納した第２制御装置とを有する遊技機において、
　前記第１制御基板に実装されて前記第１基板ケースに開設した開口部を介して外部に露
出する第１コネクタと、
　前記第２制御基板に実装されて前記第２基板ケースに開設した開口部を介して外部に露
出する第２コネクタと、
　前記第１コネクタおよび第２コネクタを接続する配線と、
　前記第１コネクタを覆い、かつ該第１コネクタに接続する前記配線の一部を覆うように
固定される第１カバー部材と、
　前記第２コネクタを覆い、かつ該第２コネクタに接続する前記配線の一部を覆うように
固定される第２カバー部材とを備え、
　前記第１カバー部材および第２カバー部材によって前記配線の全体が覆われるよう構成
され、
　前記配線は、前記第１カバー部材および第２カバー部材の内部において、前記第１制御
装置および第２制御装置の上側を引き回されるよう構成され、
　前記第１カバー部材および第２カバー部材に、各カバー部材が固定される部材に設けた
規制溝に挿通されて、前記配線を覆う部分が上方へ移動するのを規制する鍔を設けた
ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技に関する制御を実行する複数の制御装置を備えた遊技機に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、遊技機としてメダルを用いたスロットマシンが知られている。スロットマシ
ンは、外周部に識別情報としての複数種類の図柄が表示された複数のリールを備え、メダ
ルの投入または投入ボタン(ベットボタン)の操作後に、スタートレバーの操作を契機にリ
ールの回転が開始するよう構成されている。そして、各リールに対応して設けたストップ
ボタンが操作されることに基づいて各リールの回転を停止し、全てのリールの回転を停止
したときに予め設定された入賞役に対応する図柄の組合わせが入賞ライン上に揃った場合
に、該入賞役に応じて所定枚数のメダルが払い出されるよう構成されている。
【０００３】
　前記スロットマシンは、前記スタートレバーの操作を契機に入賞役の抽選を行うと共に
、入賞役抽選の結果に応じて前記ストップボタンの操作に基づいて各リールを停止制御す
るメイン制御基板や、スロットマシンに設けられた演出表示装置や可動装置等の演出装置
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を制御するサブ制御基板等の複数の制御基板を備えている。また、スロットマシンでは、
メダルの払い出しに関係する制御を主にメイン制御基板で行っているが、サブ制御基板に
おいてもメダルの払い出しに影響する制御が一部行われるものもあることから、各制御基
板を基板ケースに個々に収納して保護している。そして、基板ケースに制御基板を収納し
た複数の制御装置は、筐体(本体)に対して開閉自在に配設した扉体を開放することで露出
する部位に配置されている。また、各制御基板には、他の制御基板に配線を介して接続す
るためのコネクタが実装されている。このコネクタは、基板ケースに設けた開口部から外
部に露出しており、該コネクタから配線を抜いて不正な電子部品を接続する不正行為の対
象となり易いことから、該コネクタに対する不正対策として、配線を介して接続する２つ
のコネクタをカバー体で覆うことが行われている(例えば特許文献１参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２４５００９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１では、前後に隣り合うように配置した２つの制御装置の両コネクタおよび両
コネクタを接続する配線の全体を１つのカバー体で覆うよう構成している。このため、各
コネクタを覆うための部分を、配線を覆う部分の両端部に形成しなければならず、カバー
体の構成が複雑となって製造コストが嵩む難点が指摘される。また、カバー体が両制御装
置を跨ぐような大型となって設置スペースも大きくなり、制御装置の周囲に配置される他
の部品の設置スペースを圧迫する問題が指摘される。更に、２つの制御装置を正規の位置
に配置した状態でないとカバー体を取り付けることができず、組み立て時の融通性が低い
ものであった。
【０００６】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、簡単な構成のカバー部材で不正行為を防止する
ことができる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明は、
　電子部品(50)が実装されて遊技に関する制御を実行する第１制御基板(45)を第１基板ケ
ース(47)に収納した第１制御装置(15)と、電子部品(60)が実装されて遊技に関する制御を
実行する第２制御基板(46)を第２基板ケース(57)に収納した第２制御装置(16)とを有する
遊技機において、
　前記第１制御基板(45)に実装されて前記第１基板ケース(47)に開設した開口部(49a)を
介して外部に露出する第１コネクタ(52)と、
　前記第２制御基板(46)に実装されて前記第２基板ケース(57)に開設した開口部(59a)を
介して外部に露出する第２コネクタ(61)と、
　前記第１コネクタ(52)および第２コネクタ(61)を接続する第１配線(51)と、
　前記第１コネクタ(52)を覆い、かつ該第１コネクタ(52)に接続する前記第１配線(51)の
一部を覆う第１カバー部材(84)と、
　前記第２コネクタ(61)を覆い、かつ該第２コネクタ(61)に接続する前記第１配線(51)の
一部を覆う第２カバー部材(85)とを備え、
　前記第１カバー部材(84)および第２カバー部材(85)によって前記第１配線(51)の全体が
覆われるよう構成され、
　前記第１制御基板(45)に、前記第１基板ケース(47)に開設した開口部(49a)を介して外
部に露出し、第３制御基板(53)に第２配線(54)を介して接続する第３コネクタ(55)が実装
され、
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　前記第１カバー部材(84)は、前記第１コネクタ(52)および第３コネクタ(55)を共通して
覆うよう構成され、
　前記第１カバー部材(84)に、内部画成されたコネクタ収容空間(S1)を仕切る凸部(84f)
および仕切り壁(84g)が設けられ、該凸部(84f)および仕切り壁(84g)で仕切られた一方の
空間に前記第１配線(51)が引き回されると共に、他方の空間に前記第２配線(54)が引き回
されるよう構成したことを要旨とする。
【０００８】
　請求項１に係る発明によれば、配線により接続される２つのコネクタを別々のカバー部
材で覆うと共に、２つのカバー部材で配線の全体を覆うよう構成したので、各カバー部材
の構成を簡単化したもとでコネクタや配線に対する不正行為を防止することができる。ま
た、カバー部材の製造コストを抑えることができる。更に、カバー部材を分割しているの
で、覆う対象となるコネクタに合わせて各カバー部材を適正な大きさとすることができ、
省スぺース化を図り得る。更にまた、各制御装置に対応するカバー部材の取り付けを別々
に行い得るので、組み立て時の融通性が高い。
　また、同じ制御基板に実装された複数のコネクタを１つのカバー部材で覆うよう構成し
たので、部品点数の増加を抑えることができる。
　また、第１カバー部材において第１配線が引き回される空間と、第２配線が引き回され
る空間とは、該第１カバー部材に設けた凸部および仕切り壁により仕切られている。すな
わち、第１カバー部材から第２配線が引き出される開放部から第１配線が引き回されてい
る空間へのアクセスを、凸部および仕切り壁で確実に阻止することができる。
【０００９】
　請求項２に係る発明では、前記一方の空間において、前記第１配線(51)が前記第１制御
装置(15)および第２制御装置(16)の上側を引き回されると共に、前記他方の空間において
、前記第２配線(54)が前記第１制御装置(15)および第２制御装置(16)の上側を引き回され
るよう構成され、
　前記第１カバー部材(84)の前記凸部(84f)に、該第１カバー部材(84)を第１コネクタ(52
)、第３コネクタ(55)、第１配線(51)および第２配線(54)を覆う位置に固定した状態で、
該第１カバー部材(84)を固定する部材(44)に設けた係合部(81)の差込孔(81a)に差し込ま
れて、両配線(51,54)を覆う部分が上方へ移動するのを規制する差込片(84h)を設けたこと
を要旨とする。
　請求項２に係る発明によれば、第１カバー部材の凸部に設けた差込片を、該第１カバー
部材が固定される部材に設けた係合部の差込孔に差し込んで、第１カバー部材の上方への
移動を規制するよう構成したので、該第１カバー部材を強引に制御装置から離間させて凸
部と制御装置との対向面間に隙間があけられるのを防止することができ、極めて防犯性が
高くなる。
【００１０】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項３に係る発明は、
　電子部品(50)が実装されて遊技に関する制御を実行する第１制御基板(45)を第１基板ケ
ース(47)に収納した第１制御装置(15)と、電子部品(60)が実装されて遊技に関する制御を
実行する第２制御基板(46)を第２基板ケース(57)に収納した第２制御装置(16)とを有する
遊技機において、
　前記第１制御基板(45)に実装されて前記第１基板ケース(47)に開設した開口部(49a)を
介して外部に露出する第１コネクタ(52)と、
　前記第２制御基板(46)に実装されて前記第２基板ケース(57)に開設した開口部(59a)を
介して外部に露出する第２コネクタ(61)と、
　前記第１コネクタ(52)および第２コネクタ(61)を接続する配線(51)と、
　前記第１コネクタ(52)を覆い、かつ該第１コネクタ(52)に接続する前記配線(51)の一部
を覆うように固定される第１カバー部材(84)と、
　前記第２コネクタ(61)を覆い、かつ該第２コネクタ(61)に接続する前記配線(51)の一部
を覆うように固定される第２カバー部材(85)とを備え、
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　前記第１カバー部材(84)および第２カバー部材(85)によって前記配線(51)の全体が覆わ
れるよう構成され、
　前記配線(51)は、前記第１カバー部材(84)および第２カバー部材(85)の内部において、
前記第１制御装置(15)および第２制御装置(16)の上側を引き回されるよう構成され、
　前記第１カバー部材(84)および第２カバー部材(85)に、各カバー部材(84,85)が固定さ
れる部材(44,57)に設けた規制溝(79,66)に挿通されて、前記配線(51)を覆う部分が上方へ
移動するのを規制する鍔(88b,91b)を設けたことを要旨とする。
　請求項３に係る発明によれば、配線により接続される２つのコネクタを別々のカバー部
材で覆うと共に、２つのカバー部材で配線の全体を覆うよう構成したので、各カバー部材
の構成を簡単化したもとでコネクタや配線に対する不正行為を防止することができる。ま
た、カバー部材の製造コストを抑えることができる。更に、カバー部材を分割しているの
で、覆う対象となるコネクタに合わせて各カバー部材を適正な大きさとすることができ、
省スぺース化を図り得る。更にまた、各制御装置に対応するカバー部材の取り付けを別々
に行い得るので、組み立て時の融通性が高い。
　本願には、次のような技術的思想が含まれている。
　前記第１カバー部材(84)に設けた第１固着部(87)を第１被固着部(78)に固着することで
、該第１カバー部材(84)が対応する前記コネクタ(52)および配線(51)を覆う位置に固定さ
れると共に、
　前記第２カバー部材(85)に設けた第２固着部(90)を第２被固着部(65)に固着することで
、該第２カバー部材(85)が対応する前記コネクタ(61)および配線(51)を覆う位置に固定さ
れたことを要旨とする。
　この構成によれば、カバー部材を取り外すには固着部と被固着部との固着状態を解除す
る必要があるので、該カバー部材が取り外された場合には固着状態が解除された痕跡が残
り、不正行為の発見が容易となる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る遊技機によれば、簡単な構成のカバー部材によって不正行為を防止するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例に係るスロットマシンを示す正面図である。
【図２】実施例に係るスロットマシンの筐体に対して前扉を開放すると共にリール・制御
ユニットを非収納位置に回動した状態を示す概略斜視図である。
【図３】実施例に係るスロットマシンの筐体、リール・制御ユニットおよび前扉を分解し
て前側から見た概略斜視図である。
【図４】実施例に係るスロットマシンのリール・制御ユニットおよび前扉を分解して後側
から見た概略斜視図である。
【図５】実施例に係るリール・制御ユニットにおける制御ユニットを分解して前側から見
た概略斜視図である。
【図６】実施例に係るリール・制御ユニットにおける制御ユニットを分解して後側から見
た概略斜視図である。
【図７】実施例に係るリール・制御ユニットにおける制御ユニットを前側から見た概略斜
視図であって、保護カバーを取り外した状態で示している。
【図８】実施例に係るリール・制御ユニットにおける制御ユニットを後側から見た概略斜
視図であって、保護カバーを取り外した状態で示している。
【図９】実施例に係る制御ユニットにおける保護カバーの配設部位を示す要部概略斜視図
であって、(ａ)は前側から見た状態であり、(ｂ)は後側から見た状態である。
【図１０】実施例に係る制御ユニットの要部縦断側面図である。
【図１１】実施例に係る制御ユニットの要部横断平面図である。
【図１２】実施例に係る制御ユニットを、閉塞部材における係合部の配設部位で縦断した
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要部側面図である。
【図１３】実施例に係る第１カバー部材を示すものであって、(ａ)は前側から見た概略斜
視図であり、(ｂ)は後側から見た概略斜視図であり、(ｃ)は正面図である。
【図１４】実施例に係る第２カバー部材を示すものであって、(ａ)は前側から見た概略斜
視図であり、(ｂ)は後側から見た概略斜視図であり、(ｃ)は側面図である。
【図１５】実施例に係る収納部材を前側から見た概略斜視図であって、(ａ)は左隅部に設
けた左受け部を示し、(ｂ)は右隅部に設けた右受け部を示している。
【図１６】実施例に制御ユニットを収納部材からメイン制御装置を取り外した状態で示す
背面図である。
【図１７】実施例に係る収納部材を後側から見た概略斜視図であって、(ａ)は左開口部か
ら左把持部が露出する状態を示し、(ｂ)は右開口部から右把持部が露出する状態を示して
いる。
【図１８】実施例に係る制御ユニットを収納部材における左右の開口部の位置で縦断した
背面図である。
【図１９】実施例に係る制御ユニットを収納部材における左右の開口部の位置で横断した
平面図である。
【図２０】実施例に係るスロットマシンの制御装置に係るブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照して以下に
説明する。なお、実施例では、遊技機として、メダル(遊技媒体)を用いてゲーム(遊技)を
行うスロットマシンを例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」
、「左」、「右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにスロットマシンを前側(
遊技者側)から見た状態で指称する。
【実施例】
【００１４】
(スロットマシン１０について)
　実施例に係るスロットマシン１０は、図１～図４に示すように、前側に開口する箱状に
に形成されて遊技店の図示しない設置枠台に設置される本体としての筐体１１と、該筐体
１１の前側に開閉自在に配設された前面部材としての前扉１２とを備えている。また筐体
１１には、複数の図柄(図示せず)を周囲に配置した複数(実施例では３つ)のリール１３ａ
,１３ｂ,１３ｃを備えたリールユニット１４および各種制御を実行する複数の制御装置１
５,１６を備えた制御ユニット１７を有するリール・制御ユニット１８と、メダルを払い
出すためのホッパー装置１９が収納配置されている。
【００１５】
(筐体１１について)
　前記筐体１１は、天板、底板、左側板、右側板および背板を相互に組み付けることで前
側に開口する箱状に形成された部材であって、該筐体１１の内部に画成された収容空間２
０に、前記リール・制御ユニット１８やホッパー装置１９が収納された状態で、前記前扉
１２によって筐体１１の前部開口が閉じられるよう構成される。
【００１６】
(前扉１２について)
　前記前扉１２は、前記筐体１１の前部開口を閉成可能な外形サイズに形成されると共に
、該筐体１１の左側部に設けられて上下に離間する軸支持部９５(図３参照)に該前扉１２
が回動自在に支持されて、前扉１２は、筐体１１の前部開口を閉成する閉成位置と、該筐
体１１の前部開口を開放する開放位置(図２参照)との間を回動し得るよう構成されている
。また前扉１２は、該前扉１２および筐体１１の右側部に設けられた施錠装置９３によっ
て閉成位置に保持されるよう構成されており、該施錠装置９３の施錠状態を解除すること
で該前扉１２を開放位置に回動し得るようになっている。
【００１７】
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　前記前扉１２は、図２に示す如く、上部側に液晶表示装置等の表示装置２１が着脱自在
に取り付けられる取付枠部２２を備えると共に、該取付枠部２２の下側には取付枠部２２
の前面から前方に突出する操作盤部２３が設けられており、該操作盤部２３に各種スイッ
チやボタン等が設けられている。表示装置２１は、ゲームの進行に応じて種々の画像や動
画等を表示するものであって、取付枠部２２に対して裏側から着脱自在に取り付けられて
、該表示装置２１の表示部が取付枠部２２の前後に開口する開口部を介して前側に視認可
能に臨むよう構成される。なお、取付枠部２２の開口部にはガラス等の透明部材２２ａが
配設されて表示装置２１の表示部を保護している(図３参照)。前記表示装置２１で表示す
る画像等としては、予め設定された各種の入賞役に当選した時に、当該当選を遊技者に報
知するための画像や、遊技者の興趣を向上させるようなキャラクター動画等が挙げられる
。また、表示装置２１としては、例えば有機ＥＬ(Electro-Luminescence)等、その他の表
示原理が異なる各種装置を用いることができる。
【００１８】
(操作盤部２３について)
　前記操作盤部２３は、図１,図３に示す如く、前記前扉１２の幅方向の全長に亘って前
記取付枠部２２の前面から前側に延出する上壁部２４と、該上壁部２４の前端縁から下方
に延在する前壁部２５と、上壁部２４の左右両端縁から下方に延在すると共に前壁部２５
の左右両端縁に接続する左側壁部２６および右側壁部２７とから構成される。操作盤部２
３の上壁部２４には、図１,図３に示す如く、右端部側に偏った位置に、メダルを投入す
るための投入口２９が設けられると共に、左端部側に偏った位置に、スロットマシン１０
の記憶手段に電子的に貯留されているクレジットメダルを１回の遊技について投入可能な
最大枚数(例えば３枚)投入するＭＡＸ投入ボタン３０が設けられている。なお、実施例の
スロットマシン１０では、クレジットメダルを１枚投入する投入ボタン３１が、前記前壁
部２５における左端部側に偏った位置に設けられると共に、該投入ボタン３１に隣り合う
位置に、前記記憶手段に電子的に貯留されているクレジットメダルや投入されたメダルを
精算するための払出しボタン９４が設けられており、該払出しボタン９４を操作すること
でメダルが払い出されるようになっている。また、上壁部２４には、左右方向の中央に、
前記表示装置２１における演出進行の表示内容等の遊技演出やその他各種の演出装置の遊
技演出を、押圧操作により切り替えることが可能な演出操作ボタン２８が設けられている
。
【００１９】
　前記操作盤部２３の前壁部２５には、図１,図３に示す如く、左端部側に偏った位置に
、遊技者の操作により前記リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃを回転始動させてゲームを開始さ
せるスタートレバー３２が設けられると共に、該前壁部２５の中央には、遊技者の操作に
より各リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃを回転停止させるためのストップボタン３３ａ,３３
ｂ,３３ｃが各リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃに対応して横並びに設けられている。また、
前記前扉１２の下部中央に、前記ホッパー装置１９から払い出されたメダルの排出口３４
が設けられると共に、前扉１２の最下部に、該排出口３４から排出されたメダルを貯留す
る受け皿３５が設けられている。なお、前扉１２の前面には、前記操作盤部２３と受け皿
３５との間の領域に、当該スロットマシン１０のモチーフとなるキャラクタ等や機種名等
の各種の情報が表示された装飾パネル３６が配設されている。
【００２０】
　前記スロットマシン１０では、前記投入口２９にメダルを投入するか、または前記投入
ボタン３０,３１を操作すると、メダルが投入されてスタートレバー３２の操作が有効化
されるようになっている。そして、有効化されたスタートレバー３２が操作されると、こ
れに伴ってゲームが開始される。また、ゲームが開始されると、メイン制御装置１５にお
いて入賞役に当選か否かを決定する入賞役抽選が実行されて複数種類の入賞役の何れかま
たははずれが決定されると共に、各リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃが回転を開始する。その
後、各ストップボタン３３ａ,３３ｂ,３３ｃの操作が有効化され、有効化されたストップ
ボタン３３ａ,３３ｂ,３３ｃが操作されると、操作されたストップボタン３３ａ,３３ｂ,
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３３ｃに対応するリール１３ａ,１３ｂ,１３ｃの回転が停止される。そして、全てのリー
ル１３ａ,１３ｂ,１３ｃが停止することで１回のゲームが終了し、このゲームの結果、予
め定められた入賞役に対応する図柄の組合わせが入賞ライン上に揃った場合は、入賞した
入賞役に対応付けられた処理が実行されるようになっている。
【００２１】
　ここで、前記入賞役には、所定数のメダルが払い出される小役や、メダルを投入するこ
となくゲームを実行できるリプレイ役や、次回以降に遊技者に有利な特殊ゲームが開始さ
れるボーナス役等、その他各種の入賞役が設定されている。
【００２２】
　前記前扉１２における前記取付枠部２２の前面に、前後に開口する開口部をガラス板や
透明な合成樹脂材により形成された透明保護板で覆った表示窓部３７ａが設けられた前部
装飾ユニット３７が着脱自在に配設されており、該前部装飾ユニット３７の表示窓部３７
ａを介して前記表示装置２１の表示部がスロットマシン１０の前側から視認可能に構成さ
れる。実施例の表示装置２１は、前記リールユニット１４におけるリール１３ａ,１３ｂ,
１３ｃに対応する部位の前側に重ならないように位置しており、各リール１３ａ,１３ｂ,
１３ｃの図柄が前記表示窓部３７ａを介してスロットマシン１０の前側から視認し得るよ
うになっている。実施例では、表示窓部３７ａを介してリール１３ａ,１３ｂ,１３ｃに付
された複数の各種図柄が、入賞ライン上に揃い得るように縦方向に３つずつ、合計９個の
図柄を視認し得るよう構成されている。なお、図１においては、表示窓部３７ａを介して
視認可能な表示装置２１は図示省略してある。
【００２３】
　前記前部装飾ユニット３７に、表示窓部３７ａの外周を囲繞するようにランプ装置３８
が配設されると共に、動作を行う各種の可動演出装置３９(図２０参照)が配設されている
。また、前記前扉１２には、前記受け皿３５や前部装飾ユニット３７の裏側に臨む位置に
スピーカ４０が夫々配設されている(図２,図４参照)。そして、前記表示装置２１で実行
される表示演出に合わせて、前部装飾ユニット３７に設けたランプ装置３８による発光演
出や可動演出装置による動作演出および前扉１２に設けたスピーカ４０による音演出等を
実行することで興趣を向上し得るようになっている。
【００２４】
　ここで、前記ホッパー装置１９は、メダルを所定量だけ貯留可能なタンク１９ａと、該
タンク１９ａに貯留されているメダルを払い出す払出し機構部１９ｂとを備えている。ホ
ッパー装置１９は、メダルの払出しの条件が成立すると、払出し機構部１９ｂが作動して
タンク１９ａのメダルを払い出すよう構成される。ここで、払出しの条件とは、所定数の
メダルが払い出されるよう設定された入賞役の入賞や、前記払出しボタン９４の操作等が
ある。また、タンク１９ａには、投入口２９から投入されたメダルが貯留されるようにな
っている。すなわち、スロットマシン１０では、ゲームを行うために投入口２９に投入し
たメダルをホッパー装置１９に貯留し、該貯留したメダルを払い出し用に用いるようにな
っている。
【００２５】
(リール・制御ユニット１８について)
　前記リール・制御ユニット１８は、図２～図４に示す如く、リール１３ａ,１３ｂ,１３
ｃを備えたリールユニット１４および制御装置１５,１６を備えた制御ユニット１７を支
持枠４１に組み付けてユニット化したものであって、前記筐体１１の左側部に設けられて
前記前扉１２が支持される前記軸支持部９５を利用して該支持枠４１が回動自在に支持さ
れて、リールユニット１４および制御ユニット１７が筐体１１の収容空間２０に収納され
た収納位置と、該リールユニット１４および制御ユニット１７が筐体１１の収容空間２０
から前側に出された非収納位置との間をリール・制御ユニット１８が回動し得るよう構成
されている。またリール・制御ユニット１８は、筐体１１および支持枠４１の右側部に設
けられた係止装置９６によって収納位置に係止保持されるよう構成されており、該係止装
置９６の係止状態を解除することで該リール・制御ユニット１８を非収納位置に回動し得
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るようになっている。
【００２６】
(リールユニット１４について)
　前記支持枠４１は、図５,図６に示す如く、矩形枠状に形成されて前後に開口する下部
取付部４１ａと、該下部取付部４１ａの左右両端から上方に所定長さで延在する上部取付
部４１ｂ,４１ｂとを備え、下部取付部４１ａに前記リールユニット１４が取り付けられ
ている。このリールユニット１４は、支持枠４１の下部取付部４１ａに取り付けられて前
側に開口するリールケース４２の内部に、前記３つのリール１３ａ,１３ｂ,１３ｃが横並
びに配置され、各リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃは、外周に配置された図柄を上下方向に移
動し得るように左右に延在する軸を中心として回転自在に支持されている。なお、リール
ケース４２は、リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃを収容するケース本体４２ａと、該ケース本
体４２ａの上下の端縁から外方に延出するフランジ４２ｂ,４２ｂとを備え、ケース本体
４２ａを下部取付部４１ａの開口部に前側から挿入した状態で、フランジ４２ｂ,４２ｂ
を下部取付部４１ａに前側からネジ止めすることで、当該リールケース４２はケース本体
４２ａが下部取付部４１ａから後方に延出した状態で固定される(図６参照)。そして、リ
ールケース４２のケース本体４２ａによって、後述する収納部材４４に画成される収納室
７２の下部開口を塞ぐようになっている(図１０参照)。
【００２７】
　前記各リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃは、前記リールケース４２の内部に配設したステッ
ピングモータなどのパルス制御可能な駆動モータ４３ａ,４３ｂ,４３ｃ(図２０参照)によ
って夫々独立して回転駆動し得るよう構成されている。そして、前記スタートレバー３２
が操作されたことを契機として、駆動モータ４３ａ,４３ｂ,４３ｃが回転駆動されて３つ
のリール１３ａ,１３ｂ,１３ｃが回転を開始し、前記ストップボタン３３ａ,３３ｂ,３３
ｃが操作されたことを契機として、操作された各ストップボタン３３ａ,３３ｂ,３３ｃに
より回転停止が対応付けられたリール１３ａ,１３ｂ,１３ｃの駆動モータ４３ａ,４３ｂ,
４３ｃが停止するようになっている。
【００２８】
(制御ユニット１７について)
　前記制御ユニット１７は、前記支持枠４１におけるリールユニット１４の配設位置より
上側において前記上部取付部４１ｂ,４１ｂに取り付けられている。この制御ユニット１
７は、支持枠４１の上部取付部４１ｂ,４１ｂに後側から取り付けられた収納部材４４に
、メイン制御装置(第１制御装置)１５およびサブ制御装置(第２制御装置)１６が取り付け
られて構成される。メイン制御装置１５は、リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃの動作制御およ
び入賞役抽選等の、主としてスロットマシン１０の遊技に関する各種制御を行うためのメ
イン制御基板(第１制御基板)４５を備えている(図１０参照)。これに対してサブ制御装置
１６は、遊技の進行に応じた画像や動画等の選択、表示装置２１の表示態様やスロットマ
シン１０に配置されているランプ装置３８の発光態様、スピーカ４０の音出力態様、可動
演出装置３９の動作態様等に関する、主にスロットマシン１０における遊技の演出に関す
る各種制御を行うためのサブ制御基板(制御基板,第２制御基板)４６を備えている(図１０
参照)。各制御装置１５,１６は、後述するように各種電子部品５０,６０を実装した対応
する制御基板４５,４６を基板ケース４７,５７に収納して構成される。
【００２９】
(メイン制御装置１５について)
　前記メイン制御装置１５は、前記リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃを制御する前記メイン制
御基板(制御基板)４５を、図１０に示す第１基板ケース(基板ケース)４７に収容保護して
ケース単位で取り扱い得るようになっている。この第１基板ケース４７は、前記収納部材
４４における後述する後壁６９の後面に対向するようセットされる皿状の第１ベース体４
８と、この第１ベース体４８の開口面側(後側)に対して着脱可能に組み付けられる第１カ
バー体４９とから構成され、両者共に透明な合成樹脂材により一体成形されて、前記メイ
ン制御基板４５を第１ベース体４８内に敷設状態で収容すると共に、前記第１カバー体４
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９で覆蓋保護するよう構成される。また、第１基板ケース４７は、第１ベース体４８と第
１カバー体４９とをカシメ固定することによってメイン制御基板４５を封入して、該メイ
ン制御基板４５に実装されているＲＯＭ等の電子部品５０が不正な電子部品に取り替えら
れる不正行為が行われるのを防止し得るよう構成されている。
【００３０】
　前記メイン制御基板４５は、ＣＰＵ,ＲＯＭ,ＲＡＭ等の各種電子部品５０を実装した実
装面４５ａが第１カバー体４９と対向し、該実装面４５ａとは反対の非実装面４５ｂを第
１ベース体４８に対向する状態で第１基板ケース４７に収納されている。そして、メイン
制御装置１５は、図８,図１０,図１９に示す如く、前記収納部材４４における後壁６９の
後面(外面)に、第１ベース体４８が対向する向きで取り付けられている。すなわち、メイ
ン制御装置１５は、メイン制御基板４５の実装面４５ａが後方を向く状態で収納部材４４
の後面に取り付けられており、前記筐体１１に対してリール・制御ユニット１８を前記軸
支持部９５を支点として前側に回動して該リール・制御ユニット１８を筐体１１の前部開
口より前側に臨ませることで(図２参照)、メイン制御装置１５が露出してメイン制御基板
４５の実装面４５ａが視認可能となるよう構成されている。
【００３１】
　前記メイン制御基板４５には、前記サブ制御基板４６に第１配線(配線)５１を介して電
気的に接続するための第１コネクタ５２および第１中継基板(第３制御基板)５３(図４参
照)に第２配線(配線)５４を介して電気的に接続するための第３コネクタ５５が実装され
ている(図６,図８参照)。実施例では、図８に示す如く、第１コネクタ５２および第３コ
ネクタ５５が、メイン制御基板４５の上端縁側(後述する収納室７２の挿脱口７２ａ側の
端縁側)において左右方向に並んで実装されている。また、前記第１基板ケース４７にお
ける第１カバー体４９には、第１コネクタ５２および第３コネクタ５５に対応する位置に
第１コネクタ用開口部(開口部)４９ａが内外に貫通するように夫々形成されており、対応
する第１コネクタ用開口部４９ａから第１コネクタ５２および第３コネクタ５５が外部(
後側)に露出するよう構成される。実施例の第１カバー体４９は、図１０に示す如く、メ
イン制御基板４５における電子部品５０が実装される領域の後面に対し、コネクタ５２,
５５が実装される領域の後面が前側に偏倚するように凹状に形成されており、この凹状部
４９ｂに後述する第１カバー部材８４の端部が臨むよう構成される。
【００３２】
　前記メイン制御装置１５のメイン制御基板４５には、図２０に示す如く、前記投入ボタ
ン３０,３１、スタートレバー３２、ストップボタン３３ａ,３３ｂ,３３ｃ、駆動モータ
４３ａ,４３ｂ,４３ｃ、ホッパー装置１９等が接続されている。なお、投入ボタン３０,
３１、スタートレバー３２、ストップボタン３３ａ,３３ｂ,３３ｃは、該投入ボタン３０
,３１、スタートレバー３２、ストップボタン３３ａ,３３ｂ,３３ｃが操作された際に操
作信号を出力するスイッチを備えている。そして、メイン制御装置１５のメイン制御基板
４５は、投入ボタン３０,３１、スタートレバー３２、ストップボタン３３ａ,３３ｂ,３
３ｃ等からの操作信号の入力に基づいて、リール１３ａ,１３ｂ,１３ｃの動作制御および
入賞役抽選等の、主としてスロットマシン１０の遊技に関する各種制御を行うよう構成さ
れている。
【００３３】
　ここで、前記投入ボタン３０,３１、スタートレバー３２、ストップボタン３３ａ,３３
ｂ,３３ｃは、前記前扉１２に配設された前記第１中継基板５３に接続されており、該第
１中継基板５３に一端がコネクタ接続される第２配線５４の他端が前記メイン制御基板４
５の第３コネクタ５５にコネクタ接続されることで、該投入ボタン３０,３１、スタート
レバー３２、ストップボタン３３ａ,３３ｂ,３３ｃがメイン制御基板４５に電気的に接続
される。第１中継基板５３は基板ケース５３ａに収容されており、該基板ケース５３ａが
前扉１２の裏側に着脱自在に取り付けられている(図４参照)。また、第１中継基板５３に
は、入賞役の抽選確率に対応した設定値を変更するための設定変更手段５６が設けられて
おり、該設定変更手段５６では複数段階(例えば６段階)の設定値を変更可能に構成されて
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いる。すなわち、第１中継基板５３は、スロットマシン１０の遊技に関する制御の一部を
行う制御基板として機能している。なお、スロットマシン１０では、設定値を変更するこ
とで、入賞役の抽選確率が変わるようになっているため、専用の鍵を用いて設定変更手段
５６を設定変更可能な状態とした場合にのみ設定値の変更が可能となるよう構成してある
。
【００３４】
(サブ制御装置１６について)
　前記サブ制御装置１６は、前記表示装置２１、ランプ装置３８、スピーカ４０等の演出
装置を制御する前記サブ制御基板４６を、図１０に示す第２基板ケース(基板ケース)５７
に収容保護してケース単位で取り扱い得るようになっている。この第２基板ケース５７は
、前記収納部材４４における後壁６９の前面に対向するようセットされる皿状の第２ベー
ス体５８と、この第２ベース体５８の開口面側(前側)に対して着脱可能に組み付けられる
第２カバー体５９とから構成され、両者共に透明な合成樹脂材により一体成形されて、前
記サブ制御基板４６を第２ベース体５８内に敷設状態で収容すると共に、前記第２カバー
体５９で覆蓋保護するよう構成される。また、第２基板ケース５７は、第２ベース体５８
と第２カバー体５９とをカシメ固定することによってサブ制御基板４６を封入して、該サ
ブ制御基板４６に実装されているＲＯＭ等の電子部品６０が不正な電子部品に取り替えら
れる不正行為が行われるのを防止し得るよう構成されている。なお、実施例の第２基板ケ
ース５７は、第２ベース体５８の外周縁を構成する外側壁が、第２カバー体５９の外周縁
を外側から囲繞するよう構成されている(図１０参照)。
【００３５】
　前記サブ制御基板４６は、ＣＰＵ,ＲＯＭ,ＲＡＭ等の各種電子部品６０を実装した実装
面４６ａが第２カバー体５９と対向し、該実装面４６ａとは反対の非実装面４６ｂを第２
ベース体５８に対向する状態で第２基板ケース５７に収納されている。そして、サブ制御
装置１６は、図１０に示す如く、前記収納部材４４における後壁６９の前面(内面)に、第
２ベース体５８が対向する向きで前記収納室７２に収納された状態で該収納部材４４に取
り付けられる。すなわち、サブ制御装置１６は、サブ制御基板４６の実装面４６ａが前方
を向く状態で収納部材４４の収納室７２に収納されており、該収納部材４４にメイン制御
装置１５およびサブ制御装置１６を取り付けた状態で、メイン制御基板４５の非実装面４
５ｂとサブ制御基板４６の非実装面４６ｂとが収納部材４４の後壁６９を挟んで対向する
よう構成される。
【００３６】
　前記サブ制御基板４６には、前記メイン制御基板４５に前記第１配線５１を介して電気
的に接続するための第２コネクタ(コネクタ)６１が実装されている。実施例では、図１０
,図１１に示す如く、第２コネクタ６１が、サブ制御基板４６の上端縁側(メイン制御基板
４５に対して第１コネクタ５２が実装される対応する端縁側)において前記メイン制御基
板４５に実装されている前記第１コネクタ５２と前後方向(メイン制御基板４５とサブ制
御基板４６との重なり方向)に並んで位置している。また、前記第２基板ケース５７にお
ける第２カバー体５９には、第２コネクタ６１に対応する位置に第２コネクタ用開口部(
開口部)５９ａが内外に貫通するように形成されており、該第２コネクタ用開口部５９ａ
から第２コネクタ６１が外部(前側)に露出するよう構成される(図７参照)。そして、第１
配線５１の一端に設けたメイン用コネクタ５１ａを第１コネクタ５２に接続すると共に、
該第１配線５１の他端に設けたサブ用コネクタ５１ｂを第２コネクタ６１に接続すること
で、メイン制御基板４５とサブ制御基板４６とが電気的に接続され、メイン制御基板４５
からサブ制御基板４６への制御信号(コマンド)の送信ができるようになっている。なお、
サブ制御基板４６の実装面４６ａには、後述する第２中継基板６３に配線を介して接続す
るための複数のその他コネクタ９２が実装されており、該その他コネクタ９２は、第２カ
バー体５９に形成されたその他コネクタ用開口部５９ｂを介してケース外(前側)に露出し
ている。
【００３７】
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　ここで、実施例のスロットマシン１０は、前記メイン制御装置１５での入賞役抽選で決
定(内部当選)した入賞役に対応する図柄を遊技者に報知したり、決定した入賞役を成立さ
せるストップボタン３３ａ,３３ｂ,３３ｃの停止操作順を遊技者に報知するアシスト(Ａ
Ｔ)遊技機能を備えている。そして、メイン制御装置１５で決定した入賞役に対応する図
柄や停止操作順の報知を行うか否かの抽選(ＡＴ抽選)は、メイン制御装置１５から送信さ
れるコマンドに基づいてサブ制御装置１６が行うよう構成されている。すなわち、実施例
のスロットマシン１０は、メイン制御装置１５のみが遊技者が得られるメダルの払い出し
数に関わる制御を行うものでなく、サブ制御装置１６においても遊技者が得られるメダル
の払い出し数に関わる制御を一部行うよう構成されている。
【００３８】
　前記第２基板ケース５７(第２ベース体５８)には、図５～図８に示す如く、左右両側の
上端部に外側方に突出する連結部５７ａ,５７ａが設けられており、該連結部５７ａ,５７
ａを前記収納部材４４の後述する左右の側壁７０,７１の上端部に形成した被連結部７３,
７３に位置決めした状態で、各連結部５７ａを固定手段としての連結具６２(所謂ナイラ
ッチ)によって被連結部７３に連結することで、収納部材４４に対してサブ制御装置１６
が位置決め固定されるようになっている。なお、実施例の連結具６２は、第２基板ケース
５７とは別体で構成されて連結部５７ａに装着されたものであって、該連結部５７ａに対
して連結具６２を固定位置に移動することで該連結具６２が被連結部７３に連結(固定)す
ると共に、該連結部５７ａに対して連結具６２を非固定位置に移動することで該連結具６
２と被連結部７３との連結状態(固定状態)が解除されるよう構成されている。
【００３９】
　実施例のサブ制御装置１６には、前記サブ制御基板４６を、当該サブ制御基板４６で制
御する前記ランプ装置３８、スピーカ４０および可動演出装置３９等の演出装置に接続す
るための第２中継基板６３が取り付けられている。この第２中継基板６３は、中継用基板
ケース６３ａに収容されており(図１０参照)、該中継用基板ケース６３ａが、前記第２基
板ケース５７における第２カバー体５９の前面に着脱自在に取り付けられるよう構成され
る。そして、第２中継基板６３とサブ制御基板４６とが、収納室７２内において配線を介
して電気的に接続されるようになっている。
【００４０】
(把持部６４ａ,６４ｂについて)
　前記第２基板ケース５７には、図６に示す如く、左右両側の下端部に把持部６４ａ,６
４ｂが設けられている。各把持部６４ａ,６４ｂは、第２基板ケース５７における前記第
２ベース体５８の側壁から外方に所定間隔離間して上下方向に所定長さで延在する壁片で
構成されており、サブ制御装置１６を前記収納部材４４の収納室７２に収納した状態で、
該把持部６４ａ,６４ｂが収納部材４４の左右両側に設けられた後述する開口部７６ａ,７
６ｂから外側(後側)に露出するよう構成される(図１８,図１９参照)。なお、第２基板ケ
ース５７の左側に設けられた把持部６４ａを左把持部６４ａと指称すると共に、該第２基
板ケース５７の右側に設けられた把持部６４ｂを右把持部６４ｂと指称する場合もある。
【００４１】
(第２被固着部６５について)
　前記第２基板ケース５７に、後述する第２カバー部材８５の第２固着部９０が固着され
る第２被固着部(被固着部)６５が設けられている。この第２被固着部６５は、図７,図１
０に示す如く、第２基板ケース５７における前記第２カバー体５９の前記サブ制御基板４
６に設けられた前記第２コネクタ６１が第２コネクタ用開口部５９ａから露出する位置の
下側に設けられている。なお、第２被固着部６５の具体的な構成については、第２カバー
部材８５における第２固着部９０の構成を説明する際に併せて説明する。また、第２基板
ケース５７(第２ベース体５８)の上端部には、前記第２コネクタ６１が第２コネクタ用開
口部５９ａから露出する位置に対応して、該第２コネクタ６１を挟む左右両側に第２規制
溝６６,６６が形成されている。両第２規制溝６６,６６は、左右の対向方向に開口すると
共に第２ベース体５８の上端部における前後方向の全長に亘って延在して、該第２規制溝
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６６,６６は第２ベース体５８の前後で開口している。更に、第２基板ケース５７(第２ベ
ース体５８および第２カバー体５９)の前面には、第２コネクタ用開口部５９ａから露出
する第２コネクタ６１の左右両側に、前側に突出する規制片６７,６７が上下方向に延在
するように形成されている。なお、左右の各規制片６７の上端部(第２ベース体５８に設
けられる規制片６７の上端部)は、対応する側の第２規制溝６６を画成する壁に接続され
ている。また、第２基板ケース５７(第２ベース体５８)の上端部には、下側に凹む凹部６
８が、前記メイン制御基板４５に実装された前記第３コネクタ５５と前後方向に対応する
位置に設けられており(図８参照)、該第３コネクタ５５に一端が接続される第２配線５４
が該凹部６８内を前後方向に引き回されるようになっている。
【００４２】
(収納部材４４について)
　前記収納部材４４は、図５,図６,図１１に示す如く、略矩形に形成された後壁６９と、
該後壁６９における左右の両端縁から前方に向けて延在する左側壁７０および右側壁７１
とから構成されて、上下方向および前方に開放する平面視において略コ字状に形成された
部材であって、該収納部材４４が前記支持枠４１に後側から着脱自在に取り付けられる。
具体的には、支持枠４１における前記上部取付部４１ｂ,４１ｂに、収納部材４４の左右
の側壁７０,７１の前端部が後側から着脱自在に取り付けられる。そして、収納部材４４
を支持枠４１に取り付けた状態で、前記後壁６９の前側に収納室７２が画成される。収納
室７２は、支持枠４１における前記一対の上部取付部４１ｂ,４１ｂの間において前側(サ
ブ制御基板４６の板厚方向の一方)に開放するのに対し、該収納室７２の下部開口は、前
記リールケース４２で塞がれるよう構成される(図１０参照)。そして、前記筐体１１に対
してリール・制御ユニット１８を非収納位置に回動した状態(図２参照)では、該収納室７
２は上方および前方に開放するよう構成されており、収納部材４４における収納室７２の
上部開口が、前記サブ制御装置１６を収納室７２に対して挿脱する挿脱口７２ａとして機
能するようになっている。なお、筐体１１に対して収納位置にリール・制御ユニット１８
を位置させると共に該筐体１１に対して前記前扉１２を閉成位置に位置させた状態では、
収納室７２の前部開口が前記表示装置２１で塞がれるようになっている。また、収納部材
４４は、透明な合成樹脂材により形成されており、該収納部材４４の収納室７２に収納さ
れている前記サブ制御装置１６を外側から視認可能に構成される。
【００４３】
　前記収納部材４４には、前記挿脱口７２ａの開口端側に、前記サブ制御装置１６に設け
た前記連結部５７ａ,５７ａが位置決め固定される被連結部(被固定手段)７３,７３が設け
られている(図５,図６,図１５参照)。実施例では、収納部材４４における左右の側壁７０
,７１の上端における後壁６９側に偏倚した位置に被連結部７３,７３が設けられている。
そして、サブ制御装置１６は、収納室７２に挿脱口７２ａから挿入して連結部５７ａ,５
７ａを被連結部７３,７３に載置した状態で、両連結部５７ａ,５７ａを前記連結具６２,
６２を介して被連結部７３,７３に連結することで、該サブ制御装置１６は収納室７２に
収納された状態で収納部材４４に固定される。また、サブ制御装置１６は、サブ制御基板
４６における電子部品６０および第２コネクタ６１の実装面４６ａが収納室７２の前部開
口(収納室７２の開放側)を向く状態で収納室７２に収納される(図１０参照)。なお、被連
結部７３は、対応する連結部５７ａの前後幅で下側に向けて凹設されると共に、連結具６
２の係合部が係脱自在な係合孔を形成したものであって、該被連結部７３に連結部５７ａ
を載置することで連結部５７ａ(サブ制御装置１６)の前後方向の位置規制がなされると共
に、係合孔に連結具６２の係合部が係脱自在に係合(固定)することで被連結部７３と連結
部５７ａとが連結されるよう構成してある。そして、サブ制御装置１６(第２基板ケース
５７)は、前記連結部５７ａ,５７ａを被連結部７３,７３に載置して第２基板ケース５７
を収納室７２に収納した状態で、両連結部５７ａ,５７ａの間のケース本体部分の上端が
、収納部材４４の上端(挿脱口７２ａの開口端)と略同一レベルに位置するよう設定されて
いる(図７参照)。
【００４４】
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　前記収納部材４４には、図１５,図１８に示す如く、前記後壁６９と左側壁７０とが接
続する左内隅部に、内側(収納室７２側)に略水平に延出する左下規制壁７４ａが設けられ
ると共に、前記後壁６９と右側壁７１とが接続する右内隅部に、内側(収納室７２側)に略
水平に延出する右下規制壁７５ａが設けられ、前記サブ制御装置１６を収納室７２に収納
した際に、該サブ制御装置１６における左右の下端部に設けられた前記把持部６４ａ,６
４ｂを左右の下規制壁７４ａ,７５ａで支持するよう構成される。また、左側壁７０には
、前記左下規制壁７４ａの前端縁から上方に延在する左前規制壁７４ｂが設けられると共
に、該左前規制壁７４ｂから後方に所定間隔離間して該左前規制壁７４ｂと平行に延在す
る左後規制壁７４ｃが設けられており、該左前規制壁７４ｂおよび左後規制壁７４ｃによ
って、左下規制壁７４ａに当接支持されている左把持部６４ａの前後方向の移動を規制す
るようになっている。また、右側壁７１には、前記右下規制壁７５ａの前端縁から上方に
延在する右前規制壁７５ｂが設けられると共に、該右前規制壁７５ｂから後方に所定間隔
離間して該右前規制壁７５ｂと平行に延在する右後規制壁７５ｃが設けられており、該右
前規制壁７５ｂおよび右後規制壁７５ｃによって、右下規制壁７５ａに当接支持されてい
る右把持部６４ｂの前後方向の移動を規制するようになっている。すなわち、収納部材４
４には、収納室７２内における左内隅部に、収納室７２に収納されたサブ制御装置１６の
左把持部６４ａの下方および前後方向の移動を規制して定位置に保持する左下規制壁７４
ａ、左前規制壁７４ｂおよび左後規制壁７４ｃからなる左受け部７４が設けられると共に
、収納室７２内における右内隅部に、収納室７２に収納されたサブ制御装置１６の右把持
部６４ｂの下方および前後方向の移動を規制して定位置に保持する右下規制壁７５ａ、右
前規制壁７５ｂおよび右後規制壁７５ｃからなる右受け部７５が設けられている。
【００４５】
(開口部７６ａ,７６ｂについて)
　前記後壁６９および左側壁７０には、図１５～図１８に示す如く、前記左下規制壁７４
ａより上側に、後方および左側方に開口する左開口部(開口部)７６ａが設けられており、
該左開口部７６ａが前記左受け部７４と対応する位置で収納室７２に連通している。また
、前記後壁６９および右側壁７１には、図１５～図１８に示す如く、右下規制壁７５ａよ
り上側に、後方および右側方に開口する右開口部(開口部)７６ｂが設けられており、該右
開口部７６ｂが前記右受け部７５と対応する位置で収納室７２に連通している。そして、
サブ制御装置１６の左右の下端部に設けられて各受け部７４,７５に支持されている前記
把持部６４ａ,６４ｂが、左右の開口部７６ａ,７６ｂを介して外側に露出するよう構成さ
れ、該把持部６４ａ,６４ｂを収納室７２の外側から把持し得るようになっている。すな
わち、収納部材４４には、収納室７２に対してサブ制御装置１６を挿脱する挿脱口７２ａ
から挿入方向に離間する奥側において該サブ制御装置１６の収納室７２に対する挿脱方向
と交差すると共に前記サブ制御基板４６の板面に沿う方向に離間する両端部側に、把持部
６４ａ,６４ｂを外側に露出する開口部７６ａ,７６ｂが設けられている。実施例では、収
納部材４４に設けられた左右の開口部７６ａ,７６ｂは、何れも後方および側方に開口す
るよう構成されており、該開口部７６ａ,７６ｂから露出する把持部６４ａ,６４ｂを後方
および側方から把持(操作)可能に構成されている。
【００４６】
　前記左右の開口部７６ａ,７６ｂにおける上下方向(サブ制御装置１６の挿脱方向)の開
口寸法は、作業者が前記把持部６４ａ,６４ｂを把持してサブ制御装置１６を持ち上げる(
移動する)ことで、該サブ制御装置１６の上端部が収納部材４４の上端から所要寸法だけ
延出するよう設定される。ここで、サブ制御装置１６の上端部が収納部材４４の上端から
延出する所要寸法とは、延出した上端部を作業者が容易に把持可能な寸法である。
【００４７】
　前記収納部材４４における左側壁７０の外表面には、図１８に示す如く、前記左開口部
７６ａの上端縁から外側に向かうにつれて上方傾斜(左開口部７６ａから離間)する左傾斜
面(傾斜面)７７ａが形成されている。また、前記右側壁７１の外表面には、図１８に示す
如く、前記右開口部７６ｂの上端縁から外側に向かうにつれて上方傾斜(右開口部７６ｂ
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から離間)する右傾斜面(傾斜面)７７ｂが形成されている。左右の傾斜面７７ａ,７７ｂは
、作業者が左右の側壁７０,７１の外表面に指を接触させて上側から下側に滑らした際に
、該傾斜面７７ａ,７７ｂによって該指を対応する開口部７６ａ,７６ｂに案内するべく機
能する。すなわち、収納部材４４の後面に前記メイン制御装置１５が配設されると共に、
作業者の目線より下側の視認し難い部位に位置する開口部７６ａ,７６ｂに作業者の指を
傾斜面７７ａ,７７ｂで容易に案内し得るので、作業性を向上することができるようにな
っている。
【００４８】
(第１被固着部７８について)
　前記収納部材４４に、後述する第１カバー部材８４の第１固着部８７が固着される第１
被固着部(被固着部)７８が設けられている。この第１被固着部７８は、図８,図１１に示
す如く、前記後壁６９における前記メイン制御基板４５に設けられた前記第１コネクタ５
２および第３コネクタ５５が第１コネクタ用開口部４９ａ,４９ａから露出する位置を挟
む左右両側に設けられている。なお、第１被固着部７８の具体的な構成については、第１
カバー部材８４における第１固着部８７の構成を説明する際に詳細に説明する。また、後
壁６９の上端部には、前記第１コネクタ５２および第３コネクタ５５が第１コネクタ用開
口部４９ａ,４９ａから露出する位置に対応して、該２つのコネクタ５２,５５を挟む左右
両側に第１規制溝７９,７９が形成されている。両第１規制溝７９,７９は、左右の対向方
向に開口すると共に後壁６９の前後方向の全長に亘って延在して、該第１規制溝７９,７
９は収納部材４４の前後で開口している。なお、実施例では、後壁６９の前側(収納室７
２側)に閉塞部材８０が左右方向に所定長さで延在するように配設されており、該閉塞部
材８０の上端部に第１規制溝７９,７９の前半部が形成されている。この閉塞部材８０は
、収納部材４４において前記第１コネクタ５２および第３コネクタ５５が臨む左右方向の
領域より左右方向に長い領域に亘って延在するよう設定されて、収納室７２に収納した前
記サブ制御装置１６の後端と後壁６９との間に生ずる隙間を該閉塞部材８０で閉塞するよ
う構成される(図８参照)。
【００４９】
　前記閉塞部材８０の上端には、図１２に示す如く、前記サブ制御装置１６に設けられた
一方(後述する第１カバー部材８４の内部に臨む側)の第２規制溝６６と対応する位置に係
合部８１が突設されている。この係合部８１には、前後方向に貫通する差込孔８１ａが形
成されており、該差込孔８１ａに、後述する第１カバー部材８４の差込片８４ｈが差し込
まれるよう構成される。また、閉塞部材８０の上端には、係合部８１と左側の第１規制溝
７９との間に、前記第２配線５４を保持する配線フック８２が設けられている。なお、実
施例では、第１規制溝７９、係合部８１および配線フック８２が設けられた閉塞部材８０
を収納部材４４とは別体で構成したが、該閉塞部材８０を収納部材４４に一体に形成した
ものであってもよい。
【００５０】
(保護カバー８３について)
　前記メイン制御装置１５およびサブ制御装置１６を後壁６９を挟んで前後に重ねて前記
収納部材４４に取り付けた状態で、前記第１コネクタ５２、第２コネクタ６１および第３
コネクタ５５が保護カバー８３で覆われるよう構成される(図９参照)。この保護カバー８
３は、図１０に示す如く、前記第１コネクタ５２および第３コネクタ５５を覆う第１カバ
ー部材８４と、前記第２コネクタ６１を覆う第２カバー部材８５とを備える。
【００５１】
(第１カバー部材８４について)
　前記第１カバー部材８４は、図１３に示す如く、前記第１コネクタ５２および３コネク
タ５５が露出する２つの第１コネクタ用開口部４９ａ,４９ａを覆い得る横幅寸法に設定
されて前方に開口する略箱状に形成された部材である。実施例の第１カバー部材８４は、
全体が透明な合成樹脂によって形成されて内部を視認し得るよう構成されている。第１カ
バー部材８４は、略矩形状の後板８４ａと、後板８４ａの上端縁から前方に延在する天板
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８４ｂと、該後板８４ａの下端縁から前方に延在する底板８４ｃと、後板８４ａの左右の
側端縁から前方に延在すると共に天板８４ｂおよび底板８４ｃに接続する左右の側板８４
ｄ,８４ｄとから構成される。天板８４ｂは、底板８４ｃより前方に所定長さだけ延出す
るように形成されると共に、左右の側板８４ｄ,８４ｄにおける底板８４ｃの前端から天
板８４ｂの前端までの部分は上下寸法が短く設定されて天板側にのみ接続されている。そ
して、第１カバー部材８４には、後板８４ａ、天板８４ｂ、底板８４ｃおよび左右の側板
８４ｄ,８４ｄによって、底板８４ｃの前後寸法で前方に開口する第１コネクタ収容空間
Ｓ１が画成される。
【００５２】
(第１固着部８７について)
　前記左右の側板８４ｄ,８４ｄにおける底板８４ｃの前端より後側に、外側方に延出す
る第１支持片８６が夫々設けられると共に、各第１支持片８６の延出端に第１固着部(固
着部)８７が設けられている。第１固着部８７は、図１３に示す如く、第１支持片８６の
延出端に一体形成された基部８７ａと、該基部８７ａの前端から前方に延出するように設
けられた延出片８７ｂと、該延出片８７ｂの前端から後方に向けて拡開するように延在す
る一対の係止片８７ｃ,８７ｃとから形成されている。そして、前記メイン制御装置１５
が取り付けられた収納部材４４の前記第１被固着部７８,７８の夫々に係止片８７ｃ,８７
ｃを係止することで(図１１参照)、当該第１カバー部材８４の第１コネクタ収容空間Ｓ１
に第１コネクタ５２および第３コネクタ５５が収容された状態で、該第１カバー部材８４
が収納部材４４に固定されるよう構成される。
【００５３】
　前記第１被固着部７８は、前記後壁６９に形成されて後方に開口する圧入口７８ａを備
え、該圧入口７８ａの開口寸法は、第１固着部８７の係止片８７ｃ,８７ｃに力が加えら
れていない状態の両係止片８７ｃ,８７ｃの先端部の挿入は可能で、かつ両係止片８７ｃ,
８７ｃの拡開側の外形寸法よりは小さく設定されている。すなわち、第１被固着部７８の
圧入口７８ａに第１固着部８７の係止片８７ｃ,８７ｃを先端側から強制的に圧入するこ
とで、該係止片８７ｃ,８７ｃが相互に接近するように変形しつつ第１被固着部内に挿入
される。そして、係止片８７ｃ,８７ｃが圧入口７８ａを通過して復元することで該係止
片８７ｃ,８７ｃが圧入口７８ａを画成する壁の前側開口縁に係止されることで、第１固
着部８７が第１被固着部７８に固着されるようになっている(図１１参照)。なお、第１被
固着部７８は、前側が前記閉塞部材８０で塞がれて袋状に構成されており、該第１被固着
部７８の内部で係止された係止部８７ｃ,８７ｃに外部からアクセスして該係止部８７ｃ,
８７ｃを変形させて圧入口７８ａから抜き出すことは略不可能な構成となっている。すな
わち、実施例の第１カバー部材８４と収納部材４４との固定状態を解除する場合は、前記
第１支持片８６を破断して第１固着部８７を第１カバー部材８４から切り離す必要があり
、固定状態を解除した際には第１被固着部７８に第１固着部８７が残留することで破断の
履歴が残るようになっている。
【００５４】
　前記第１カバー部材８４における左右の側板８４ｄ,８４ｄには、外側方に延出する第
１鍔部８８が夫々設けられている。この第１鍔部８８は、側板８４ｄにおける上下寸法が
変わる位置の前端縁に沿って上下方向に延在する第１鍔８８ａと、該側板８４ｄにおける
る上下寸法が短くなっている部分の下端縁に沿って前後方向に延在すると共に第１鍔８８
ａの上端に接続する第２鍔８８ｂとを備えており、第２鍔８８ｂが、前記収納部材４４に
設けられた対応する前記第１規制溝７９に挿通されるよう構成される(図９(ｂ)参照)。ま
た、前記第１被固着部７８および第１固着部８７を介して収納部材４４に第１カバー部材
８４を固定した状態で、第１鍔８８ａの前面が収納部材４４に取り付けられている前記メ
イン制御装置１５(第１カバー体４９)の後面における第１コネクタ５２および第３コネク
タ５５を挟む左右両側に当接するよう構成される。そして、第１カバー部材８４の底板８
４ｃの前端部および第１鍔８８ａ,８８ａが前記凹状部４９ｂ内に位置して、底板８４ｃ
および第１鍔８８ａの前端と第１カバー体８４の後面との間に外側方からアクセスするの
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が困難に構成されている。また第１カバー部材８４には、左右の第２鍔８８ｂ,８８ｂの
前端より前側の天板８４ｂおよび左右の側板８４ｄ,８４ｄに、後述するように前記第２
カバー部材８５の後端部を覆う被覆部８４ｅが設けられている(図１０参照)。
【００５５】
　前記第１カバー部材８４は、図１０に示す如く、前記収納部材４４に対する固定状態に
おいて、前記第１コネクタ５２にメイン用コネクタ５１ａを介して接続されている第１配
線５１の一部を覆うと共に、該第１配線５１が前記後壁６９の上側を引き回されて収納室
７２内に引き込まれるのを許容するよう構成される。また第１カバー部材８４は、前記第
３コネクタ５５に接続されて前記第１基板ケース４７、後壁６９および第２基板ケース５
７の上側を引き回されている第２配線５４の一部も覆うようになっている。
【００５６】
　前記第１カバー部材８４における後板８４ａおよび天板８４ｂに、図１３に示す如く、
内側に突出する凸部８４ｆが該天板８４ｂの前端まで延在するように設けられると共に、
前記底板８４ｃには、凸部８４ｆに接続して前記第１コネクタ収容空間Ｓ１を左右方向に
仕切る仕切り壁８４ｇが設けられている。仕切り壁８４ｇは、第１カバー部材８４を収納
部材４４に固定した状態で、第１コネクタ５２と第３コネクタ５５との間に位置すると共
に、該仕切り壁８４ｇの前端が、収納部材４４の前記後壁６９の後端に近接位置するよう
構成される。そして、前記第１コネクタ５２に接続する第１配線５１および第３コネクタ
５５に接続する第２配線５４は、仕切り壁８４ｇおよび凸部８４ｆによって左右に仕切ら
れた空間を夫々引き回されて相互に干渉しないよう構成される。また、凸部８４ｆには、
図１２に示す如く、収納部材４４に対する第１カバー部材８４の固定状態において前記閉
塞部材８０に設けた前記係合部８１の差込孔８１ａに差し込まれる差込片８４ｈが設けら
れている。
【００５７】
(第２カバー部材８５について)
　前記第２カバー部材８５は、図１４に示す如く、前記第２コネクタ用開口部５９ａを覆
い得る横幅寸法に設定されて後方に開口する略箱状に形成された部材である。実施例の第
２カバー部材８５は、全体が透明な合成樹脂によって形成されて内部を視認し得るよう構
成されている。また第２カバー部材８５は、略矩形状の後板８５ａと、後板８５ａの上端
縁から前方に延在する天板８５ｂと、該後板８５ａの下端縁から前方に延在する底板８５
ｃと、後板８５ａの左右の側端縁から前方に延在すると共に天板８５ｂおよび底板８５ｃ
に接続する左右の側板８５ｄ,８５ｄとから構成される。天板８５ｂは、底板８５ｃより
後方に所定長さだけ延出するように形成されると共に、左右の側板８５ｄ,８５ｄにおけ
る底板８５ｃの後端から天板８５ｂの後端までの部分は上下寸法が短く設定されて天板側
にのみ接続されている。そして、第２カバー部材８５には、後板８５ａ、天板８５ｂ、底
板８５ｃおよび左右の側板８５ｄ,８５ｄによって、底板８５ｂの前後寸法で後方に開口
する第２コネクタ収容空間Ｓ２が画成される。
【００５８】
(第２固着部９０について)
　前記第２カバー部材８５の底板８５ｃに、下方に延出する第２支持片８９が設けられる
と共に、該第２支持片８９の延出端に第２固着部(固着部)９０が設けられている。第２固
着部９０は、図１４に示す如く、第２支持片８９の延出端に一体形成された基部９０ａと
、該基部９０ａの後端から後方に延出するように設けられた延出片９０ｂと、該延出片９
０ｂの後端から前方に向けて拡開するように延在する一対の係止片９０ｃ,９０ｃとから
形成されている。そして、前記サブ制御装置１６の第２基板ケース５７に設けられた前記
第２被固着部６５に係止片９０ｃ,９０ｃを係止することで(図１０参照)、当該第２カバ
ー部材８５の第２コネクタ収容空間Ｓ２に第２コネクタ６１が収容された状態で、該第２
カバー部材８５が第２基板ケース５７に固定されるよう構成される。
【００５９】
　前記第２被固着部６５は、前記第２カバー体５９に形成されて前方に開口する圧入口６
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５ａを備え(図７参照)、該圧入口６５ａの開口寸法は、第２固着部９０の係止片９０ｃ,
９０ｃに力が加えられていない状態の両係止片９０ｃ,９０ｃの先端部の挿入は可能で、
かつ両係止片９０ｃ,９０ｃの拡開側の外形寸法よりは小さく設定されている。すなわち
、第２被固着部６５の圧入口６５ａに第２固着部９０の係止片９０ｃ,９０ｃを先端側か
ら強制的に圧入することで、該係止片９０ｃ,９０ｃが相互に接近するように変形しつつ
第２被固着部内に挿入される。そして、係止片９０ｃ,９０ｃが圧入口６５ａを通過して
復元することで該係止片９０ｃ,９０ｃが圧入口６５ａを画成する壁の後側開口縁に係止
されることで、第２固着部９０が第２被固着部６５に固着されるようになっている。なお
、第２被固着部６５の圧入口６５ａに圧入された係止片９０ｃ,９０ｃは第２基板ケース
５７の内部で係止されているので、該係止部９０ｃ,９０ｃに外部からアクセスして係止
部９０ｃ,９０ｃを変形させて圧入口６５ａから抜き出すことは略不可能な構成となって
いる。すなわち、実施例の第２カバー部材８５と第２基板ケース５７との固定状態を解除
する場合は、前記第２支持片８９を破断して第２固着部９０を第２カバー部材８５から切
り離す必要があり、固定状態を解除した場合には第２被固着部６５に第２固着部９０が残
留することで破断の履歴が残るようになっている。
【００６０】
　前記第２カバー部材８５における左右の側板８５ｄ,８５ｄには、図１４に示す如く、
外側方に延出する第２鍔部９１が夫々設けられている。この第２鍔部９１は、側板８５ｄ
における上下寸法が変わる位置の前端縁に沿って上下方向に延在する第１鍔９１ａと、該
側板８５ｄにおける上下寸法が短くなっている部分の下端縁に沿って前後方向に延在する
と共に第１鍔９１ａの上端に接続する第２鍔９１ｂとを備えており、第２鍔９１ｂが、前
記第２基板ケース５７(第２ベース体５８)に設けられた対応する前記第２規制溝６６に挿
通されるよう構成される(図１８参照)。また、前記第２被固着部６５および第２固着部９
０を介して第２基板ケース５７に第２カバー部材８５を固着した状態で、第１鍔９１ａの
前面が第２基板ケース５７(第２ベース体５８および第２カバー体５９)の前面における第
２コネクタ６１を挟む左右両側に当接するよう構成される。更に、第１鍔９１ａ,９１ａ
が前記規制片６７,６７の間に位置して、第１鍔９１ａの後端と第２基板ケース５７の前
面との間に外側方からアクセスするのが困難に構成されている。
【００６１】
　前記第２カバー部材８５は、図１０に示す如く、前記第２基板ケース５７に対する固定
状態において、前記第２コネクタ６１にサブ用コネクタ５１ｂを介して接続されている第
１配線５１の一部を覆うと共に、該第１配線５１が前記第２基板ケース５７の上側を引き
回されて収納室７２の外側に引き出されるのを許容するよう構成される。また、前記収納
部材４４にメイン制御装置１５およびサブ制御装置１６を取り付けると共に、収納部材４
４に第１カバー部材８４を固定し、第２基板ケース５７に第２カバー部材８５を固定した
状態で、第２カバー部材８５の後端部(開口端部)が第１カバー部材８４の前記被覆部８４
ｅで被覆されるよう構成される。すなわち、メイン制御基板４５の第１コネクタ５２とサ
ブ制御基板４６の第２コネクタ６１を接続する第１配線５１は、メイン用コネクタ５１ａ
およびサブ用コネクタ５１ｂを含めた全体が、第１カバー部材８４および第２カバー部材
８５によって覆われて、外部からのアクセスができないよう構成される。
【００６２】
(実施例の作用)
　次に、前述のように構成された実施例に係るスロットマシン１０の作用につき説明する
。
【００６３】
(収納部材４４に対するサブ制御装置１６の着脱について)
　前記収納部材４４にサブ制御装置１６を取り付ける場合は、前記筐体１１に対して前扉
１２を開放位置まで回動すると共に、前記リール・制御ユニット１８を筐体１１に対して
非収納位置まで回動する(図２参照)。非収納位置まで回動されたリール・制御ユニット１
８において、前記収納部材４４の挿脱口７２ａの上方に、前記サブ制御基板４６の非実装
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面４６ｂが前記後壁６９の前面と対向する姿勢となるように前記サブ制御装置１６を位置
させる(図５,図６参照)。このサブ制御装置１６を下げることで、図１８に示す如く、前
記第２基板ケース５７の左右両側の下端部に設けられている前記把持部６４ａ,６４ｂが
前記左右の受け部７４,７５で支持されると共に、前記連結部５７ａ,５７ａが収納部材４
４の被連結部７３,７３に載置される。この状態で、連結部５７ａ,５７ａを連結具６２,
６２によって被連結部７３,７３に固定することで、サブ制御装置１６が収納室７２に収
納された状態で収納部材４４に位置決め固定される。
【００６４】
　前記収納部材４４に固定されたサブ制御装置１６は、前記連結部５７ａ,５７ａの間に
臨む上端部が、該収納部材４４における後壁６９の上端と略同一レベルに位置して、該サ
ブ制御装置１６の略全体が収納室７２に収納された状態となる。言い替えると、実施例で
は、収納室７２に収納されたサブ制御装置１６の挿脱口７２ａ側の端部(連結部５７ａ,５
７ａの間の端部)が収納部材４４の外側に突出していないので、前記リール・制御ユニッ
ト１８を筐体１１に対して回動する際に、サブ制御装置１６が筐体１１の収容空間２０に
収納されている他の部材と干渉するのを防止することができ、該サブ制御装置１６が損傷
するのを防ぐことができる。
【００６５】
　次に、メンテナンス等に際して前記収納部材４４からサブ制御装置１６を取り外す場合
は、取り付ける場合と同様に、前記筐体１１に対して前扉１２を開放位置まで回動すると
共に、前記リール・制御ユニット１８を筐体１１に対して非収納位置まで回動する(図２
参照)。この状態で、前記連結具６２,６２による連結部５７ａ,５７ａと被連結部７３,７
３との連結状態を解除する。そして、収納部材４４の左右の開口部７６ａ,７６ｂを介し
て外側に露出する左右の把持部６４ａ,６４ｂを外側から把持してサブ制御装置１６を押
し上げることで、該サブ制御装置１６における挿脱口７２ａ側の端部が収納室７２外に大
きく延出される。これにより、作業者は収納室７２から延出したサブ制御装置１６の端部
を把持して持ち上げることで、該サブ制御装置１６を収納室７２から簡単に取り出し得る
。すなわち、サブ制御装置１６を収納室７２に収納した状態での該サブ制御装置１６の収
納室７２からの突出寸法を小さく抑えて他の部材との干渉を抑制したもとで、メンテナン
スに際してはサブ制御装置１６の収納室７２からの突出端部を把持し易くでき、メンテナ
ンス性を向上しつつ省スペース化を図ることができる。また、把持部６４ａ,６４ｂは、
サブ制御装置１６の挿脱方向と交差する方向に離間する左右の両側部に設けられているの
で、一対の把持部６４ａ,６４ｂを把持してサブ制御装置１６を移動させる際に該サブ制
御装置１６が傾くのを抑制することができ、取り出し作業をスムーズに行い得る。
【００６６】
　ここで、実施例の前記収納部材４４には、前記後壁６９の後面にメイン制御装置１５が
取り付けられるよう構成されており、該メイン制御装置１５が収納部材４４に取り付けら
れている状態で、前記サブ制御装置１６の把持部６４ａ,６４ｂが見えづらくなっている
。しかしながら、実施例の収納部材４４における両側壁７０,７１の外表面には、図１８
に示す如く、前記開口部７６ａ,７６ｂに指を案内する傾斜面７７ａ,７７ｂが形成されて
いるので、見えづらくなっている把持部６４ａ,６４ｂを容易に把持することができる。
すなわち、作業者は、収納部材４４の左右の側壁７０,７１の外表面に指を接触させて上
側から下側に滑らすことで、前記開口部７６ａ,７６ｂから外側に露出する把持部６４ａ,
６４ｂに指が案内されるから、該把持部６４ａ,６４ｂを把持するのに手間取ることなく
該把持部６４ａ,６４ｂを確実に把持することができ、作業性が向上する。
【００６７】
　また、前記リール・制御ユニット１８の非収納位置において、前記収納部材４４の収納
室７２は前側が開放していると共に、該収納室７２に対してサブ制御装置１６を、サブ制
御基板４６に実装されている第２コネクタ６１やその他コネクタ９２が第２基板ケース５
７の外部に露出する側が、収納室７２の開放側を向いた姿勢で収納室７２に対して挿脱す
るよう構成したので、各コネクタ６１,９２が収納部材４４に接触して破損等するのを防
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ぐことができる。
【００６８】
(保護カバー８３の固定について)
　前記収納部材４４にメイン制御装置１５およびサブ制御装置１６を取り付けた状態で、
メイン制御装置１５の第１コネクタ５２に前記メイン用コネクタ５１ａを接続した第１配
線５１を前記後壁６９、閉塞部材８０およびサブ制御装置１６の上側を前側に引き回し、
前記サブ用コネクタ５１ｂをサブ制御装置１６の第２コネクタ６１に接続する。また、メ
イン制御装置１５の第３コネクタ５５に一端がコネクタ接続した第２配線５４を後壁６９
、閉塞部材８０およびサブ制御装置１６の上側を前側に引き回し、該第２配線５４の他端
を前記第１中継基板５３に接続する。なお、第２配線５４については、閉塞部材８０に設
けた配線フック８２で保持しておく。
【００６９】
　前記保護カバー８３を固定する場合は、先ずサブ制御装置１６に対して第２カバー部材
８５を固着する。すなわち、第２カバー部材８５における前記第２鍔９１ｂ,９１ｂの後
端を第２基板ケース５７の上端部に設けた第２規制溝６６,６６に前側から挿入すると共
に、前記第２固着部９０における係止片９０ｃ,９０ｃを第２基板ケース５７の第２被固
着部６５の圧入口６５ａに圧入する。そして、係止片９０ｃ,９０ｃが圧入口６５ａを画
成する壁の後側開口縁に係止されることで、第２固着部９０が第２被固着部６５に固着さ
れる(図９,図１０参照)。サブ制御装置１６に対して第２カバー部材８５を固着した状態
で、該第２カバー部材８５の第２コネクタ収容空間Ｓ２に第２コネクタ６１が収容される
と共に、該第２コネクタ６１に接続されている第１配線５１の一部が該第２カバー部材８
５で覆われる(図１０参照)。また、第２カバー部材８５の第２鍔９１ｂ,９１ｂが、第２
基板ケース５７の第２規制溝６６,６６に挿通されると共に(図１８参照)、第１鍔９１ａ,
９１ａが第２基板ケース５７の前記規制片６７,６７の間に位置しており、第２カバー部
材８５の内部に外側からアクセスするのは困難になっており、防犯性が高い。
【００７０】
　次に、前記収納部材４４に対して前記第１カバー部材８４を固着する。すなわち、第１
カバー部材８４における前記第２鍔８８ｂ,８８ｂの前端を収納部材４４の後壁６９およ
び閉塞部材８０に設けた第１規制溝７９,７９に後側から挿入すると共に、前記両第１固
着部８７,８７における各係止片８７ｃ,８７ｃを後壁６９の第１被固着部７８の圧入口７
８ａに圧入する。そして、係止片８７ｃ,８７ｃが圧入口７８ａを画成する壁の前側開口
縁に係止されることで、各第１固着部８７が第１被固着部７８に夫々固着される(図１１
参照)。収納部材４４に対して第１カバー部材８５を固着した状態で、該第１カバー部材
８４の第１コネクタ収容空間Ｓ１に第１コネクタ５２および第３コネクタ５５が収容され
ると共に、該第１コネクタ５２に接続されている第１配線５１および第３コネクタ５５に
接続されている第２配線５４の一部が該第１カバー部材８５で覆われる。また、第１カバ
ー部材８４の被覆部８４ｅが、サブ制御装置１６に固着されている第２カバー部材８５の
後端部を外側から覆うことで、第１配線５１の全体が両カバー部材８４,８５で覆われる(
図１０参照)。
【００７１】
　前記収納部材４４に対して第１カバー部材８４を固着した状態で、前記第２鍔８８ｂ,
８８ｂが、収納部材４４の前記第１規制溝７９,７９に挿通されると共に、第１カバー部
材８４の底板８４ｃの前端部および第１鍔８８ａ,８８ａが前記凹状部４９ｂ内に位置し
ており(図９参照)、第１カバー部材８４の内部に外側からアクセスするのは困難になって
おり、防犯性が高くなっている。また、第１カバー部材８４において第１配線５１が引き
回される空間と、第２配線５４が引き回される空間とは、該第１カバー部材８４に設けた
前記凸部８４ｆおよび仕切り壁８４ｇにより仕切られている。すなわち、実施例では第２
配線５４を第１中継基板５３に接続するために第１カバー部材８４において第２配線５４
が引き回されている空間が外部に開放しているが、該開放部から第１配線５１が引き回さ
れている空間へのアクセスを凸部８４ｆおよび仕切り壁８４ｇで確実に阻止することがで
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きる。更に、前記凸部８４ｆに設けた前記差込片８４ｈが前記閉塞部材８０に設けた係合
部８１の差込孔８１ａに差し込まれて第１カバー部材８４の上方への移動は規制されてい
るので(図１２参照)、該第１カバー部材８４を強引にサブ制御装置１６や後壁６９から離
間させて凸部８４ｆと収納部材４４やサブ制御装置１６等との対向面間に隙間があけられ
るのを防止することができ、極めて防犯性が高くなっている。
【００７２】
　実施例のスロットマシン１０では、図１０に示す如く、前記収納部材４４に、前記後壁
６９を挟んで前後方向に重なるように取り付けたメイン制御装置１５のメイン制御基板４
５と、サブ制御装置１６のサブ制御基板４６とを非実装面同士を対向するようにしたので
、両方の制御基板４５,４６の実装面４５ａ,４６ａに対して不正にアクセスする行為を行
う場合は、不正部材を各制御基板４５,４６における相反する方向を向く実装面側に侵入
させる必要があり、時間が掛かるために不正行為者の不正行為を行う意欲を抑制すること
ができる。すなわち、一方の制御装置１５,１６によって他方の制御装置１５,１６におけ
る制御基板４５,４６の実装面４５ａ,４６ａに対する不正アクセスを困難にすることがで
きるので、一度に複数の制御基板４５,４６(制御装置１５,１６)に対する不正行為が行わ
れるのを抑制し得る。
【００７３】
　また、図１０,図１１に示す如く、前記メイン制御基板４５に実装した第１コネクタ５
２と、前記サブ制御基板４６に実装した第２コネクタ６１とを前後方向に並ぶように位置
させているので、第１コネクタ５２と第２コネクタ６１とを接続する第１配線５１を短か
くすることができる。すなわち、遊技者が得られるメダルの払い出し数に影響を与える制
御基板４５,４６同士を接続する第１配線５１が短かくなるので、不正基板を接続する対
象が少なくなることで不正行為の抑制に寄与し得る。更に、前記第１基板ケース４７およ
び第２基板ケース５７から外部に露出する複数のコネクタ５２,５５,６１を保護カバー８
３で覆うように構成したので、コネクタ５２,５５,６１に対する不正行為や、コネクタ５
２,５５,６１を外部に露出させるコネクタ用開口部４９ａ,５９ａから基板ケース４７,５
７内の制御基板４５,４６に対する不正アクセスを防止することができる。
【００７４】
　実施例では、前記保護カバー８３を第１カバー部材８４と第２カバー部材８５とに分割
し、第１カバー部材８４によりメイン制御基板４５の第１コネクタ５２を覆うと共に、第
２カバー部材８５によりサブ制御基板４６の第２コネクタ６１を覆い、両カバー部材８４
,８５で第１配線５１の全体を覆うよう構成したので、各カバー部材８４,８５の構成を簡
単化したもとでコネクタ５２,６１や第１配線５１に対する不正行為を防止することがで
きる。また、カバー部材８４,８５の構成が簡単になるので、該カバー部材８４,８５の製
造コストも抑えることができる。
【００７５】
　実施例の保護カバー８３は、前記メイン制御基板４５に実装されているコネクタ５２,
５５を覆う第１カバー部材８４と、前記サブ制御基板４６に実装されているコネクタ６１
を覆う第２カバー部材８５とに分割している。すなわち、異なる制御基板４５,４６毎に
覆う対象となるコネクタ５２,５５,６１の配設位置や寸法に合わせて各カバー部材８４,
８５を適正な大きさとすることができ、省スぺース化を図り得る。また、各制御装置１５
,１６のコネクタ５２,５５,６１を覆う部位にカバー部材８４,８５を別々に取り付けるこ
とができるので、組み立て時の融通性が高い。また、メイン制御基板４５に実装されてい
る複数のコネクタ５２,５５を１つの第１カバー部材８４で覆うよう構成したので、部品
点数の増加を抑えることができる。
【００７６】
　前記収納部材４４に対する第１カバー部材８４の固定および第２基板ケース５７に対す
る第２カバー部材８５の固定は、何れも固着後の分離が困難に構成された固着部８７,９
０と被固着部７８,６５との固着構造としたので、各カバー部材８４,８５を収納部材４４
や第２基板ケース５７から取り外して不正を行う行為を抑制することができる。また、収
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納部材４４や第２基板ケース５７からカバー部材８４,８５を取り外すには、固着部８７,
９０と被固着部７８,６５との固着状態を解除するために固着部８７,９０または被固着部
７８,６５を破壊したり、または収納部材４４や第２基板ケース５７から固着部８７,９０
を切り離したり破断する必要があるので、該カバー部材８４,８５が取り外された場合に
は固着状態が解除された痕跡が残り、不正行為の発見が容易となる。
【００７７】
(変更例)
　本願発明は、前述した実施例の構成に限定されるものではなく、その他の構成を適宜に
採用することができる。
(1) 実施例では、メイン制御装置とサブ制御装置とを前後に重ねて配置したが、両制御装
置における制御基板の非実装面が対向していれば、両制御装置を左右または上下に重ねて
配置するようにしてもよい。
(2) 実施例では、第１カバー部材によってメイン制御基板に実装した第１コネクタと第３
コネクタとを共通して覆うよう構成したが、第１カバー部材で第１コネクタを覆うと共に
、第３コネクタを別のカバー部材で覆う構成を採用し得る。
(3) 実施例では、収納部材の外側(後側)にメイン制御装置を取り付けると共に、該収納部
材の内側(収納室)にサブ制御装置を取り付けるよう構成したが、両制御装置の取り付け位
置は逆であってもよい。
(4) 実施例では、メイン制御装置のコネクタを覆う位置に第１カバー部材を固着するため
の第１被固着部を収納部材に設けた場合で説明したが、該第１被固着部を第１基板ケース
に設ける構成を採用し得る。
(5) 実施例では、サブ制御装置(収納室に収納される制御装置)のコネクタを覆う位置に第
２カバー部材を固着するための第２被固着部を第２基板ケースに設けた場合で説明したが
、該第２被固着部を収納部材に設ける構成を採用し得る。
【００７８】
(6) 実施例では、収納部材や基板ケースとカバー部材とを固着する固着構造として、被固
着部に固着部を圧入する構成を採用したが、被固着部と固着部とをワンウェイネジや特殊
工具でのみ取り外し可能な特殊ネジ等の固定手段を用いて固着する構成を採用し得る。
(7) 実施例では、筐体に対して開閉自在に配設した前扉とは別に回動自在に配設したリー
ル・制御ユニットにメイン制御装置およびサブ制御装置を取り付けた場合で説明したが、
前扉に両制御装置を取り付ける構成を採用し得る。この場合に、実施例と同様に前扉に収
納部材を配設し、該収納部材の内と外に制御装置を夫々取り付ける構成を採用し得る。
(8) 実施例では、共通の部材(収納部材)に２つの制御装置を取り付けるよう構成したが、
別々の部材に制御装置を取り付ける構成を採用し得る。例えば、筐体に対して開閉自在に
配設した前扉に一方の制御装置を取り付けると共に、筐体の収容空間内に他方の制御装置
を取り付け、筐体に対して前扉を閉成した状態で、筐体の収容空間に収納された両制御装
置が制御基板の非実装面同士が対向する状態となる構成であってもよい。
(9) 実施例では、収納部材に内部画成された収納室に対してサブ制御装置(制御装置)を上
下方向に移動することで挿脱するよう構成したが、挿脱口を収納部材の側面に設けて、サ
ブ制御装置(制御装置)を左右方向に移動することで収納室に対して挿脱する構成を採用し
得る。
(10) 実施例では、サブ制御基板(制御基板)の板厚方向が前後方向となる姿勢でサブ制御
装置(制御装置)を収納部材に対して挿脱するよう構成したが、収納部材の前端または後端
に挿脱口を設け、サブ制御基板(制御基板)の板厚方向が上下方向または左右方向となる姿
勢としたサブ制御装置(制御装置)を前後方向に移動して挿脱口を介して収納室に対して挿
脱する構成を採用し得る。
【００７９】
(11) 実施例では、収納部材の左右両側に、収納室に収納した第２基板ケース(基板ケース
)に設けた把持部を外部に露出する開口部を設けたが、該開口部を左右何れか一方あるい
は左右方向の中央にのみ設ける構成を採用し得る。この場合は、第２基板ケース(基板ケ
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ース)に設ける把持部も１つで足りる。
(12) 実施例では、第２基板ケース(基板ケース)に設けた把持部を後方および側方の２方
に露出する開口部を収納部材に設けたが、該開口部は把持部を後方または側方の何れか一
方にのみ露出するものであってもよい。なお、収納部材に設ける開口部は、収納室に対す
るサブ制御装置(制御装置)の挿脱方向との関係で、該サブ制御装置(制御装置)を挿脱口側
に移動させ易い方向に開放していればよい。例えば、挿脱口を収納部材の側面に設けてサ
ブ制御装置(制御装置)を左右方向に移動することで収納室に対して挿脱する構成であれば
、上下方向の一方および後方に把持部を露出するように開口部を設けるようにしてもよい
。
(13) 実施例では、サブ制御装置(制御装置)を収納部材に固定する固定手段として、第２
基板ケース(基板ケース)とは別体で構成されたナイラッチ等の連結具を挙げたが、これに
限らず第２基板ケース(基板ケース)に一体に設けられた弾性変形可能な係合爪等、収納部
材に着脱自在に固定可能な各種の手段を採用し得る。そして、固定手段が着脱自在に固定
される被固定手段は、採用した固定手段の形態に応じたものであればよい。
(14) 実施例では、収納室にサブ制御装置(制御装置)を収納した状態で、該サブ制御装置(
制御装置)における連結部の間に臨む挿脱口側の端部が、該挿脱口の開口端と同一レベル
に位置するよう構成したが、収納部材に設けられる被連結部の深さを連結部の高さより長
くすることで、サブ制御装置(制御装置)の挿脱口側の端部全体が収納室の内側に位置する
ようにしてもよい。
(15) 実施例では、収納部材におけるサブ制御装置(制御装置)の把持部を外側に露出する
ための開口部の上端縁に接続するように傾斜面を設けたが、該開口部を画成する各端縁に
接続するように傾斜面を夫々形成したものであってもよい。
(16) 実施例では、当選役の報知や演出のための動画等を表示可能な表示装置を設けたス
ロットマシンを挙げたが、該表示装置を備えていないものであってもよい。
(17) 遊技機としては、メダルを用いるスロットマシンに限られるものではなく、遊技媒
体としてパチンコ球(遊技球)を用いたパチンコ機やアレンジボール機、あるいはパチンコ
球を用いたスロットマシン等、その他各種の遊技機であってもよい。すなわち、パチンコ
機は、遊技店の設置枠台に固定される固定枠としての外枠の開口前面側に、遊技盤を着脱
可能に保持する本体枠としての中枠が開閉および着脱可能に組み付けられ、該中枠の前面
側に、遊技盤を透視可能に保護する装飾枠としての前枠が開閉可能に組み付けられると共
に、該中枠の後側に、パチンコ機の遊技や演出に係る制御を行う複数の制御装置(メイン
制御装置、サブ制御装置)が取り付けられている。そこで、パチンコ機の中枠の後側に取
り付けられる制御装置の取り付け構造として、実施例の構造を採用することができる。
【符号の説明】
【００８０】
　１５ メイン制御装置(第１制御装置)
　１６ サブ制御装置(第２制御装置)
　４４ 収納部材(カバー部材が固定される部材)
　４５ メイン制御基板(第１制御基板)
　４６ サブ制御基板(第２制御基板)
　４７ 第１基板ケース
　４９ａ 第１コネクタ用開口部(開口部)
　５０ 電子部品
　５１ 第１配線(配線)
　５２ 第１コネクタ
　５３ 第１中継基板(第３制御基板)
　５４ 第２配線(配線)
　５５ 第３コネクタ
　５７ 第２基板ケース(カバー部材が固定される部材)
　５９ａ 第２コネクタ用開口部(開口部)
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　６０ 電子部品
　６１ 第２コネクタ
　６６ 第２規制溝(規制溝)
　７９ 第１規制溝(規制溝)
　８１ 係合部
　８１ａ 差込孔
　８４ 第１カバー部材
　８４ｆ 凸部
　８４ｇ 仕切り壁
　８４ｈ 差込片
　８５ 第２カバー部材
　８８ｂ 第２鍔(鍔)
　９１ｂ 第２鍔(鍔)
　Ｓ１ 第１コネクタ収容空間(コネクタ収容空間)

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(26) JP 6310810 B2 2018.4.11

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】
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